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プロジェクトの目的 
漢字の習得には形・音・意味の知識に加え，運用の仕方など 
 様々な要素が関わっている。 

 
教師には各学習者の各要素の習熟度についての把握と 
 適切な指導が求められるが，本センターの漢字科目群クラスは， 
 同一クラスに多様な背景を持った学生が混在するため， 
 判断に悩む場面がある。 

 
この問題を解決するため，本研究では，漢字レベルチェックテスト 
 の結果を分析し，レベル別・母語別に強化が必要な要素を抽出し， 
 教師の指導法や熟達度テスト作成に向けた提案を行う。 

 



テスト開発の背景 

目的：多様な背景を持った学習者の漢字語彙知識の確認 
   漢字に関わる多様な知識の側面に関する 
   診断的な情報の収集 

漢字１ 

• 漢字系 
• 非漢字系 

漢字2 

• 漢字系 
• 非漢字系 

漢字3 漢字4 漢字5 

 受講科目は，各学習者が自分で決定 
  ➡学習者自身が適切なレベルを判断するための材料が必要 
 
 同一レベルの科目が２～５クラス同時に開講 
  ➡担当教員に対して各科目の整合性とつながりを提示 
  ➡漢字の授業改善に貢献する情報提供が必要 

CJLの漢字科目の概要 



15～16年度の活動について 
対象：漢字科目2~5の学習者 
    初回授業時のレベルチェックテストの回答を収集 
調査時期：2015年度春学期、秋学期 
        2016年度春学期 
調査協力者数：15年度：初級255名、中級265名 
          16年度：初級121名、中級 62名 
 
目的：１）漢字レベルチェックテストの統計的検証 
    ２）母語および能力別に学習者の漢字力について 
      問題形式の違いに焦点を当てて比較 
      ➡学習者にとって学習が必要な要素 
                                                 ＝苦手な要素を解明 
      
     



結果 
同一得点域の学習者の母語別比較から分かったこと 
                      （岩下・萩原2016，萩原・岩下・山本2017） 
1. 非漢字系学習者は、読み問題、 
2. 漢字系学習者は、字形問題（書き／漢字かな混じり文）で有意に高得点 
  ただし、読み問題の優位性は習熟度が上がると消失するが 
  書き問題の優位性は習熟度が上がっても存在する   
3. その他の問題：一定の習熟度まで漢字系＞非漢字系だが習熟度が上がると差がなくなる。 
4. 類義語問題（中級のみ）：母語による差がない。 
5. 漢字系学習者は概ね正答率が高い中、漢字かな混じり文は高得点群においても低い。 

 
 
 
 

 
選択問題（反意語／類義語／語構成）の選択肢の分析から分かったこと（山本・岩下2017） 
 選択率の高い誤答選択肢の特徴として以下の特徴がみられた 
1. 「正答肢との意味の類似性」 
2. 「正答肢と共通する漢字を含む」              
3. 「正答肢と共通する送り仮名を使用」 
4. 「問題文で使用された語彙との共起性が高い語彙を使用」 
 
      

 習熟度が上昇すると母語による差は縮小する傾向（※効果量：中～大➡小or無） 
 字形を問う問題でひらがなを用いることで、日本語を介した解答を促せる可能性 
 類義語問題のように語彙の使用法を問うことで、日本語としての漢字語彙の知識を 
  問うことにつながる 
 



分析方法：IRT（項目反応理論）2PL／周辺最尤推定法 
問題項目と受験者の能力が同一尺度上で数値化（加藤他2014） 
 
 
 
 
                 ◆1レベルの学習者（学期開始時）は 
                 「早」を50％の確率で正答できる程度の漢字力である 
                                 （岩下・山本2018） 
（山本・岩下2017）           
                     
 
 
図１ 設問形式別項目分布 
図註：x=困難度，ｙ＝識別力 
   漢字はレベル相当に応じて色分け 
   （1レベル：赤／2レベル：緑／3レベル：青） 
   各レベルの学習者が概ね50％の正答確率で 
   あることを表している。） 

 
     
     

各レベルの学習者の漢字力（1~3レベル） 

図2 母語別学習者分布 
図註：x=困難度，ｙ＝識別力 
   上：漢字系／下：非漢字系 
   学習者はレベル相当に応じて色分け 
  （1レベル：赤／2レベル：緑／3レベル：青） 

1レベル 早 
2レベル 全部／紙／使う／困る／連絡／午 

3レベル 後／印刷／遅／黒／室／直 



17年度の活動について 
背景 
 開講前受験が可能となる環境整備を目的として 
 レベルチェックテストをCourse N@vi（学内授業支援システム）に移行 
 ➡1週目から授業を実施可能に 
課題 
1. Course N@viの機能上、多肢選択式になるため難易度が低下する可能性 
2. 現行テストとの構成概念の変化を踏まえつつ，レベル判定結果を継承 
3. 学習者のモチベーションを考慮し，前レベル履修者が50％正答を目指す 
 
 試用問題作成 

 2－3レベル／3－4レベル／4－5レベル 各5形式72問 
 
問題作成時の参考資料 
 使用テキスト 
 日本語教育語彙表 2.72b（17年07月04日更新）https://jreadability.net/jev/ 
  



実際の問題 

問題構成：読み／字形／意味／熟語／漢字かな混じり文 



パイロット調査 
対象：漢字科目1~5の学習者 

 
調査時期：2017年度秋学期（学期開始時と終了時） 

 
調査協力者数：開始時44名、終了時19名 

 
使用したテスト：現行テスト（初級または中級） 
           新規テスト（３つ全て） 
フェイスシート（母語／履修レベルなど） 

 
分析の目的と方法 
1. 基本統計量の確認：正答率、標準偏差およびIT相関 
2. 信頼性の確認：α係数 
3. 妥当性の確認：各テスト間の相関係数 
4. リンキングのための指標の確認：各テストの受験者のパーセンタイル値 

 



パイロット調査の結果 
分析の目的と方法 
1. 基本統計量の確認： 
  ➡予想よりも高い：当て推量による正答の影響  
  ➡不適切な項目の検出：正答らしさ／重複項目  
         
2. 信頼性の確認：α係数 

 
3. 妥当性の確認：各テスト間の相関係数 
  ➡現行テスト（初級）と新規テスト（4－5）のみ低い相関 
   その他の組み合わせは、いずれも高い相関 

 
上記の結果を参考に不適切な項目を中心に問題数を削減 



現行中級テストのレベル分割点に基づく 
等パーセンタイル法によるリンキング 

新規 

46～60点 
8～58％ 

41～58点 
8～58％ 

漢字3（N=4） 
：30～63点 
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63~68点 
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漢字4（N=3） 
：52～62点 
漢字5（N=3） 
：56～66点 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

30 40 50 60 70 80

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 

素点 
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比較 

4/5CBT
4/5PBT

共通受験者の得点を基に現行テストと新規テストのレベル分割点を設定 
 ※等パーセンタイル法によるリンキング 
各レベル履修者の学期終了時の得点を参考に上記のレベル分割点を修正 
課題：サンプルサイズ（限られた数の調査協力者） 
    問題形式、構成概念の変化による影響 



現時点での判定ライン 



まとめ 
成果：レベルチェックテストのオンライン化 
    ➡漢字科目授業時間の確保 
    ➡学生のレベル選択の一助 
 
課題：18年度運用後の状況， 
    テスト結果を確認することで、 
    判定ラインの妥当性の再確認が必要 
 
 



研究成果の発信 
岩下智彦・萩原章子（2016）「初級学習者を対象とした漢字プレースメントテストの
妥当性－問題形式・学習者の漢字力の差異に焦点を当てた検証－」，2016年度日本語
教育学会秋季大会予稿集 
 

山本真理・岩下智彦（2017）「漢字プレースメントテストの誤答分析 －反意語・類義
語・語構成 多肢選択式問題の母語別の傾向－」，日本語教育学会・ 

 研究集会第9回関西地区（大阪） 
 
萩原章子・岩下智彦・山本真理（2017）「中級日本語学習者の漢字力－プレースメン
トテストを用いた漢字圏・非漢字圏学習者の比較－」， 

 2017年度日本語教育学会春季大会予稿集 
 

Akiko Hagiwara.Tomohiko Iwashita（2017）Testing L2 Kanji Knowledge in the Case of L1 
Chinese Learners and L1 Non-Chinese Learners(poster Session)  

 The 2017 conference of the American Association for Applied Linguistics， 
 (the American Association for Applied Linguistics) 
 
岩下智彦・山本真理（2018）「漢字レベルチェックテストから見る各レベルの学習者
の漢字力－IRTを用いた初級・中級漢字テストの項目分析－」（ポスター発表） 

 早稲田日本語教育学会2018年春季大会予稿集 
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